通所リハ　カンファレンス記録
	平成　18年　4月　14日（金）

　　　　　　　　　司会　木村　裕美　　　　記録者　下舘　静香
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＜連絡事項＞

· 4/17～4/18　17:30より春の会のリハーサル・アドバイザー顔合わせあり。

· 4/20　13:30～六角堂祭あり。通所メンバーからは、小笠原富治様・大久保康弘様・秋山和子様が参加することとなっている。

· 4/17～レントゲン検査始まる。各自、自分の予約を確認し検査を受けること。

＜利用者様情報＞

· 我満奈津紀様～昨日、青明舎より情報提供あり。
　　　　　　　堕胎手術の為八戸レディースクリニック受診し、無事手術終えている。術後は体の
　　　　　　　だるさは少しあるものの本人会話することできており、時間が経つと食欲もでてき
　　　　　　　ている。

　　　　　　　　　薬は朝・夕食後、３日分処方されている。術後の経過を見るために２回程受診す
る必要があるとのことで本日再度受診することになっているとのこと。
· 川口　律子様～来所後すぐに、「来週の火曜日に市役所に行って来る。川口から大久保になってく
　　　　　　　るから」と話されている。同棲相手であり保護者である大久保恒夫様へ、結婚後に
　　　　　　　生活保護や年金等の制度が現行通りに適応するのか、現在の支給額から減額になる
　　　　　　　ことはないのかが心配であること伝えている。大久保様より、生活保護の担当者に
　　　　　　　確認してみると話されている。

＜外来からの情報＞

· 川口　八寿子様～風邪症状の訴え聞かれ、風邪薬4日分処方されている。

· 関　秀治様　　～交際については何も話されず。仕事で疲れはあるが、心配事は特にないと話され
　　　　　　　　ている。

· 柳町　信之様　～昨日定期受診日であったが、連絡なく来院されず。本日の受診となっている。肛
　　　　　　　　門の痛みが続いているとの事。定期処方は同内容にて7日分の処方となっている。
　　　　　　　　次回受診は来週木曜日。

＜デイナイトケア・事例検討＞

○今野　容子様～本人より、八戸赤十字病院主治医よりインシュリン注射の施行中止について打診あったとの話あり。本人は、血糖値のコントロールが出来るかどうか不安である為、注射は継続して行って行きたいと話されている。

　　　　　　　　青風荘より⇒青風荘側で、受診時に主治医と相談して対応について検討していく。

時に、低血糖症状により、トイレから出て来られないことも見られている。

　　　　　　　　青風荘より⇒具合の悪いと訴えているときに、飴玉等の糖分を摂取されること見られるが、血糖値測定してから糖分の摂取を促していく。

○下町　サン子様～「フラフラする」と訴え、血圧測定を希望されること多いが異常値見られない。プログラムには、最後まで参加すること出来ている。

　　　　　　　　　青風荘より⇒朝の血圧測定時に血圧低値見られることある。原因が薬の副作用なのか、病状なのかはわからない。主治医に報告しながら対応について随時検討していく。訴えのあった際には、血圧測定することで安心されること見られている為、本人の話に傾聴しながら血圧測定などの本人が安心できるような対応を心掛ける。

○田中　正士様　～変形性脊椎症による歩行の不安定さが見られている。スタッフが声掛けや付き添

いを行うことに対して、拒否や不機嫌さ見られている。また、急ぎ足になって、

前のめりで歩かれること見られている。時に股関節の痛みの訴え聞かれることあ

り。「運動しないと動けなくなるから」と運動プログラムに積極的に参加されて

いる。

青風荘より⇒青風荘でも同様の事見られている。声掛け見守りにて対応していく。

○浜飯　政昭様　～青風荘より⇒飲水量多いが、実際の摂取量は不明。今後の対応を検討するにあた
って水分摂取量のチェックを行うこととしている。チェックの方法を青風荘にて検討し、デイナイトケアでもチェックしていくこととしている。

○中村　与一郎様～日中に他のメンバーの様子を見ているとストレスが溜まる、イライラする。と話

されている。プログラムにおけるペース配分が出来ず、夕方に疲労を訴えてしゃ

がみこんでいることや、耳を塞ぐ行為が見られる。

青風荘より⇒就労を希望されているが、現状では困難であることを本人に対して具体的に示唆している。

　　　　　　青風荘では、一人しゃがみこんでぶつぶつと独語されている様子見られることあるが、幻聴については否定されている。

○大野　友章様　～「5月に（実家に）帰る」と話されること見られる。

　　　　　　　　　青風荘より⇒兄夫婦より、今後の事について話し合いをしている。ご家族の希望としては青風荘利用延長したいとのこと。5月の退所時期までに、ご家族より本人様にその旨伝えてもらうこととしている。通所スタッフは、退所について本人様より話のあった際には傾聴するにとどめ、退所に関してはご家族より話してもらうこととしている。

○佐藤　ミツ子様～「塗り絵の本を買いたいけれど、あまりお金を使えなくなったから買えない」と

　　　　　　　　　の話聞かれている。

　　　　　　　　　青風荘より⇒青風荘では、必要な時に必要な分の金銭をお渡しすることとなっているが、システムを理解できない方も見られている。体重過多であり、お菓子などの食品以外であれば購入は可能である。デイナイトケアにおいて、ＳＳＴなどの対人訓練プログラムを通じてスタッフへの依頼の仕方等、練習していくことも検討してみてほしい。

※青風荘メンバーは、高齢に伴う精神機能･身体機能の低下が見られてきており、青風荘からデイナイ

トケア、レストラン移動などに困難さの見られる方が多くなってきている。高島　吉太郎様・小野

寺　ノリ様・今野　容子様の移動に関して、青風荘職員の協力を得ながら行っていくこととする。

